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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、令和元年５月10日に発表しました令和２年３月期第２四半期および通期の連結業績

予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．連結業績予想の修正について 

(１)令和２年３月期第２四半期業績予想の修正（平成 31 年４月１日～令和元年９月 30 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想(A) 
百万円

2,700

百万円

160

百万円

130

百万円 

110 

円 銭

71.66

今回発表予想(B) 2,500 130 100 50 32.82

増減額(B-A) △200 △30 △30 △60 

増減率(％) △7.4 △18.8 △23.1 △54.5 

(ご参考)前期実績 

(平成 31 年３月期第２四半期) 
2,842 258 222 223 145.54

 

(２)令和２年３月期通期業績予想の修正（平成 31 年４月１日～令和２年３月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想(A) 
百万円

5,500

百万円

320

百万円

280

百万円 

230 

円 銭

148.55

今回発表予想(B) 4,800 130 80 30 19.69

増減額(B-A) △700 △190 △200 △200 

増減率(％) △12.7 △59.4 △71.4 △87.0 

(ご参考)前期通期実績 

(平成 31 年３月期) 
5,690 422 352 569 368.03

 

 

２．修正の理由 

第２四半期累計期間の連結業績予想につきましては、米国と中国の貿易摩擦による業績への影響は考慮してい

たものの、産業用機械及び部品に想定以上の需要減が顕在化したことに加え、IT 関連の調整局面による主力の情

報産業用刃物の需要減や鉄鋼用刃物の伸び悩みがあった結果、売上高は前回発表予想を下回る見込みとなりまし
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た。また、損益面におきましても、品種構成による収益性への影響から、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属

する四半期純利益とも前回発表予想を大きく下回る見込みとなりましたので、令和２年３月期第２四半期の連結

業績予想を上記の通り修正いたします。 

通期の連結業績予想につきましては、機械刃物及び機械・部品関連の需要動向は鈍化基調のなか推移すること

が見込まれることに加え、緑化造園におきましては堅調に推移した第２四半期累計期間に対し、受注状況の鈍化

にともなう売上高減少の見通しを考慮し、令和２年３月期通期の連結業績予想を上記の通り修正いたします。 

 

 (注)上記の連結業績予想は、本資料の発表日現在における入手可能な情報および将来の業績に影響を与える不

確実な要因に係る仮定を前提としています。実際の業績は、今後様々な要因によって予想値と大きく異なる

結果になる可能性があります。                          

 

以 上 
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